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問題１． 

（１）ア：⑥、 イ：③、 ウ：①、 エ：⑩、 オ：⑫、 カ：⑤

（２）𝑟 < 𝑏のとき𝐸𝑏 = −
𝜌𝑟

3𝜀0
[V/m],  𝑟 > 𝑏 のとき𝐸𝑏 = −

𝜌𝑏3

3𝜀0𝑟2 [V/m] 

（３）𝑟 < 𝑏 のとき𝐸 = −
𝜌𝑟

6𝜀0
[V/m] 

𝑏 < 𝑟 < 𝑎 のとき𝐸 =
𝜌

𝜀0
(

𝑟

2
−

𝑏3

3𝑟2
) [V/m] 

𝑟 > 𝑎 のとき𝐸 =
𝜌𝑎2

2𝜀0𝑟 
[V/m] 

（４）𝑟 < 𝑏 のとき𝐸 = −
𝜌𝑧

3𝜀0
[V/m] , 𝑟 > 𝑏 のとき𝐸 = −

𝜌𝑏3

3𝜀0𝑧2 [V/m] 



  

問題２． 

（１）ア）2𝜋𝑅𝐻 イ）𝑁1𝐼

（２）𝐻 =
𝑁1𝐼

2𝜋𝑅
[A/m] 

（３）𝐵 = 𝜇𝐻 =
𝜇𝑁1𝐼

2𝜋𝑅
、 𝛷 = 𝐵𝑆 =

𝜇𝑁1𝐼𝑆

2𝜋𝑅
、 𝛹 = 𝑁1𝛷 =

𝜇𝑁1
2𝐼𝑆

2𝜋𝑅

（４）𝐿 =
𝜇𝑁1

2𝑆

2𝜋𝑅

（５）𝑁 = √
2𝜋𝑅𝐿2

𝜇𝑆

（６）𝑀 = √𝜇𝑁1
2𝑆

2𝜋𝑅
𝐿2 
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2026年度 第２回一般入学試験（電気回路） 解答例  
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問題１ 

（１）合成抵抗は 40Ω、合成電圧は 10Vである。 

  電流は 0.25Aなので抵抗には 5Vが発生する。 

  端子 a-bの解放電圧は 20-5=15Vである。 

  端子 a-bからみた回路の合成抵抗は (20*20)/(20+20)=10Ωである。 

 

（２）Ra 8*10/(8+10+2)=4Ω 

   Rb 10*2/(8+10+2)=1Ω 

   Rc 8*2/(8+2+10)=0.8Ω 

 

（３）（１）から図１−３bの等価回路は右図となる。 

  回路の合成抵抗は 15Ω、電流は 1Aである。 

  10Ωの抵抗には 10V、4つの抵抗には 5Vの電圧が 

  発生する。電源の負極を基準とした電位は 

  c点：5*2/10=1V、d点：5*8/10=4Vである。 

  dを基準とした cの電位は 1-4=-3Vである。 

 

（４）（３）の回路を下図のように変換する。 

  (２)を用いて c-dからみた回路の合成抵抗を求めると、 

  0.8+(9*6)/(9+6)=0.8+3.6=4.4Ω である。 

    従ってテブナンの定理から、抵抗を接続した後の回路の等価回路は右図となる。 

電流の大きさは 3/5=0.6Aであり、点 dから点 cに向かって流れる。 

図１－３bの等価回路
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問題２． 

（１）𝑅𝑅1 = 1Ω ，   𝑃𝑃1 = 0.5W 

（２）𝑋𝑋L2 = 0Ω ， 𝑃𝑃2 = 1W    
（３）𝑋𝑋L3 = 0.5Ω，  𝑃𝑃3 = 2W 
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問題１． 

① バイポーラ 

② コレクタ 

③  

 

 

 

 

 

④ ℎ𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑏𝑏 + 𝑅𝑅𝐸𝐸(1 +  ℎ𝑓𝑓𝑓𝑓)𝑖𝑖𝑏𝑏 

⑤ 𝑅𝑅𝐸𝐸(1 +  ℎ𝑓𝑓𝑓𝑓)𝑖𝑖𝑏𝑏 

⑥ 
𝑅𝑅𝐸𝐸(1+ ℎ𝑓𝑓𝑓𝑓)

ℎ𝑖𝑖𝑖𝑖+𝑅𝑅𝐸𝐸(1+ ℎ𝑓𝑓𝑓𝑓)
 

⑦ 
𝑅𝑅𝐸𝐸(1+ ℎ𝑓𝑓𝑓𝑓)2

ℎ𝑖𝑖𝑖𝑖+𝑅𝑅𝐸𝐸(1+ ℎ𝑓𝑓𝑓𝑓)2
 

⑧ 
 ℎ𝑓𝑓𝑓𝑓𝑅𝑅𝐸𝐸

ℎ𝑖𝑖𝑖𝑖+ ℎ𝑓𝑓𝑓𝑓𝑅𝑅𝐸𝐸
 

⑨ 高く 

⑩ 低い 
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【問２】 
（１） 

 

 
（２） 
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（３） 
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問題１． 

（１）𝐵𝐵𝐵𝐵 = (𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴)−1𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴 = 𝐼𝐼, 
この両辺に左から Aを乗じて𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 = 𝐴𝐴、右から Bを乗じて𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵𝐵 = 𝐵𝐵 

（２）𝐴𝐴𝑇𝑇𝐶𝐶 = 𝐴𝐴𝑇𝑇(𝐼𝐼 − 𝐴𝐴𝐴𝐴) = 𝐴𝐴𝑇𝑇 − 𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴)−1𝐴𝐴𝑇𝑇 = 0 

   𝐶𝐶𝐶𝐶 = (𝐼𝐼 − 𝐴𝐴𝐴𝐴)𝐴𝐴 = 𝐴𝐴 − 𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 = 0  

      𝐶𝐶2 = (𝐼𝐼 − 𝐴𝐴𝐴𝐴)(𝐼𝐼 − 𝐴𝐴𝐴𝐴) = 𝐼𝐼 − 2𝐴𝐴𝐴𝐴 + 𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴𝐴 = 𝐼𝐼 − 2𝐴𝐴𝐴𝐴 + 𝐴𝐴𝐴𝐴 = 𝐼𝐼 − 𝐴𝐴𝐴𝐴 = 𝐶𝐶 
（３）𝑋𝑋 = �𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖�,𝑌𝑌 = [𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖]としたとき、𝑋𝑋𝑋𝑋の ij要素は 

(𝑋𝑋𝑋𝑋)𝑖𝑖𝑖𝑖 = 𝛴𝛴𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖𝑦𝑦𝑘𝑘𝑘𝑘 

したがって、(𝑋𝑋𝑋𝑋)𝑇𝑇の ji要素は 

(𝑋𝑋𝑋𝑋)𝑗𝑗𝑗𝑗𝑇𝑇 = 𝛴𝛴𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖𝑦𝑦𝑘𝑘𝑘𝑘 

一方、𝑌𝑌𝑇𝑇の j行目は[𝑦𝑦𝑘𝑘𝑘𝑘], 𝑋𝑋𝑇𝑇の𝑖𝑖列目は[𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖]なので、 

(𝑌𝑌𝑇𝑇𝑋𝑋𝑇𝑇)𝑖𝑖𝑖𝑖 𝛴𝛴𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖𝑦𝑦𝑘𝑘𝑘𝑘 

以上から、(𝑋𝑋𝑋𝑋)𝑇𝑇 = 𝑌𝑌𝑇𝑇𝑋𝑋𝑇𝑇が成立する。これを使うと 

(𝐴𝐴𝐴𝐴)𝑇𝑇 = (𝐴𝐴(𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴)−1𝐴𝐴𝑇𝑇)𝑇𝑇 = (𝐴𝐴𝑇𝑇)𝑇𝑇((𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴)−1)𝑇𝑇𝐴𝐴𝑇𝑇 = 𝐴𝐴(𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴)−1𝐴𝐴𝑇𝑇 = 𝐴𝐴𝐴𝐴 
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問題２． 
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